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ーマ決め）、③記事 1 の執筆と推敲、④記事 2 の執筆と推敲、⑤レイアウト編集、⑥ふ
り返り、である。学期中にこの流れを 2回繰り返し、2冊のフリーペーパーを発行した。
従来はフリーペーパーを 3冊、紙媒体で発行していたが、今学期は授業期間変更にとも




授業では、クラス用 Google drive フォルダを作成し、学生と共有して使用した。こ
のフォルダを用いて、スプレッドシート（授業スケジュールや記事テーマの決定事項な
どを提示・記入するために使用）の共有、資料の配布、学生からの提出物回収を行った。 






















られる。今回の受講学生はレベル 8（最も上のレベル）の学生が大半を占め（6 名中 4
名）、単に日本語について質問する必要がなかったとも考えられるが、Zoom 授業におい
て「書く」作業をしている際、参加者が誰も発言していない状況は、発言を抑制する可
能性もあると思われる。質問があればまず「挙手」や「チャット」の機能を使用するこ
ととし、教員の対応はブレイクアウトルームで個別に行うことを事前に周知するなど、
工夫の余地はあるだろう。 
また、次の点はオンライン授業についての課題ではないが、これまでの授業実践にお
いて、書いた記事がどう評価されているのかについて、受講学生に明示できていなかっ
たことが挙げられる。共有資料の一部としては提示していたが、授業内では十分取り上
げてこなかった。今後、記事の評価基準を授業内で明示する、また学生とともに「よい
記事」「読み手を意識した文章」について考える時間を取るなどし、より授業目標に即
した授業運営にすることを検討していく必要がある。 
